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日本では、広い意味でのアートにおける参加型地域活性化の成功事例が十分であるとは言えず、

Ｗｅｂ情報として参加型地域活性化を支えるデジタルコンテンツの作成も蓄積が少ない。その問題

解決の手掛かりを探ることが本研究の目的である。研究方法は、韓国における「地域まるごとミュ

ージアム」の事例研究を参照軸として、日本や韓国で展開されている事例を比較し、日本における

参加型地域活性化に関する可能性を検討した。そしてＷｅｂ情報としてそれを支えるコンテンツ提

供のありかたを検証した。 

2011 年 1 月 7 日に、建国（コングク）大学校忠州（チュンジュ）キャンパス デザイン造形大学

の朴オクチョル教授と、韓国の地域活性化を実践している全北鎮安群白雲面の初期村調査団のリー

ダーである李ヒョンベ氏を講師として招き、講演会を開催した。 

朴オクチョル教授は、「デジタル情報を活用した地域開発デザイン」というタイトルで韓国の地域開

発デザインの実例を紹介した。その一つである「情報化村造成事業」は、2001年から韓国政府（行

政安全部）が都市と地域間の情報格差を解消することを目的とし、地域に超高速インターネット環

境を提供して電子商取引などのシステムを構築できるように支援する事業である。2006年には世界

電子政府フォーラムで特別賞を受賞するなど、成果を出している。その他に、デザインを用いて地

域の競争力を持たせる方法や、アメニティデザインの必要性などを「デジタル情報を活用した地域

開発の事例」として紹介した。 
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李ヒョンベ氏は「村文化と地域活性化-大韓民国、全羅北道（チョルラブクト）、鎮安郡（チナン

グン）、白雲面（ペクウンミョン）2006～2007年とその後の事例」というタイトルで、白雲面の「地

域まるごとミュージアム」の事例を主に、住民による地域活性化を紹介した。この事例の成功の基

になったのは、鎮安郡の面単位のまちづくり支援・住民の自発的な取り込み・村に対する愛着と、

専門家による協力であった。農民、専門家、そして国家・国費（文化観光部公共美術推進委員会公

募事業など）の三者が連携をとり達成させたモノであったことが示唆された。 

この講演から、2001 年度から国家戦略として取り組んでいる行政安全部（情報化村造成事業）、

農林部（グリーンツーリズム）、文化観光部（美しい村づくり事業）、環境部（生態優秀村事業）、農

村振興庁(伝統テーマの村づくり事業)など、地域開発は全国を対象としたさまざまな「農村地域活性

化」だけで成り立つのでなく、積極的に取り組む住民の役割が大事であることが再確認できた。マ

ニュアル化された地域活性化ではなく、何より村が持つ独自性を理解し、村の特色を見つけ広げて

いくために、それぞれの村に合ったプログラムが必要であること、また新しい人材、また新しい視

点が欠かせないモノとなるという結論に基づき、日本における参加型地域活性化に関する可能性を

検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


